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具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

⒈ 健康でいきいきと暮らす

ための予防対策について 

（SDGs ゴール目標３：す

べての人に健康と福祉

を） 

 

【質問趣旨】 

 厚生労働省先駆的保健活動

交流推進事業パイロットスタ

ディー参加自治体として、２

０１５年度に全国で５市町村

の一つとなった。２０１６年

３月には、「瀬戸市国民健康保

険データヘルス計画（第１期）

を２年の実施計画で策定し

た。さらに、２０１８年３月

には、健康・医療情報に基づ

き課題を明確にした上で PDCA

サイクルに沿った効果的な保

健事業を実施するために 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 医療費の状況について 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 糖尿病性腎症重症化予

防事業について 

 

 

 

⑶ 保険者努力支援制度に

ついて 

 

 

① 市内の一人当たり医療費は、国や県の水準より高く、増加傾向が続いており、

特に疾病の中でも糖尿病の増加が著しい医療費の状況が示されている。そこで、

計画策定から３年が経過し、データヘルス計画の効果及び現状と課題を確認す

る。 

 

② 特に、糖尿病患者の状況（人数及び医療費）及び透析患者の医療費の推移につ

いて伺う。 

 

① 糖尿病性腎症重症化予防に関する事業実施の手引きには、事業実施対象者の抽

出にレセプト（診療報酬明細書）を用いている保険者が少ないことが指摘され

ている。本市では、こうしたレセプトを基に、対象者にどのような受診勧奨を

実施しているのか。また、その効果と課題について伺う。 

 

① 保険者努力支援制度は、医療費適正化や保険事業の取り組みの支援を評価し、

各評価項目の点数化により、獲得点数に応じて交付金が獲得できる国のインセ

ンティブ制度である。特に糖尿病等の重症化予防に対する加点が重視されてい

る。こうした国の動向をどのように捉え、どのような取組みをしているのか。 

 

② 糖尿病性腎症重症化予防や医療費の削減や保険者努力支援制度を受けるために

は、糖尿病の未治療者や治療中断者及び健診の未受診者を医療に結びつける受

診勧奨が重要である。健診未受診者も対象に加え、受診勧奨していくべきでは

ないか。見解を伺う。 
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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

「瀬戸市国民健康保険データ

ヘルス計画（第２期）」「瀬戸

市国民健康保険特定健康診査

等実施計画（第３期計画）」が

策定された。そこには、６年

間を計画期間として一体的に

連動して運用するとされてい

る。計画の実施による効果及

び現状と課題を確認する。特

に糖尿病性腎症重症化予防事

業や受診勧奨の実施状況や保

険者努力制度の取組みを伺

う。また、国の方針である介

護予防のためのフレイル健診

等の実施決定や予防接種の方

針等を踏まえ、本市の取組み

を確認する。 

 結びに、業務の効率化や効

果的な保健事業を実施するた

め、新たな行政組織の編成等

を提案したい。 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 予防接種の情報周知等

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 予防接種の広域化について、対象となっている対象者・予防接種の種類・接種

の流れ及び情報周知等を確認する。また、その件数はどの程度か。 

 

② ロタウイルスワクチンは、現在は任意接種であるが、来年度１０月より定期接

種になることが決まった。予防接種の広域化の対象となるのか。その対象者及

び情報周知等について確認する。また、来年度の途中からの開始となることか

ら、同じ年度内の対象者には、公平性を担保する子育て支援も重要と考えるが

どうか。 

 

③ 子宮頸がん予防ワクチンは、定期接種であるが、国の方針で積極的に奨めるこ

とをしていない。定期接種である場合は、そうした状況を対象者へ周知しなけ

ればならない。そのため、本市では２０１８年１月よりホームページにて情報

周知している。全国においては、教育現場等において対象者に情報周知等して

いる自治体もある。こうした動向を踏まえ、本市においても検討してはどうか。

市の見解を伺う。 

 

④ 高齢者等肺炎球菌ワクチンは、２０１４年１０月から定期接種制度が開始され、

接種率向上のための取組みとして、本年度から５年間（２０２３年度）まで経

過措置が延長となった。情報周知等の公平性の観点から、今年度６５歳の未接

種の方へ２回目受診勧奨が年度内に必要ではないかと考える。市の見解を伺う。 
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１５ 番   池田 信子    議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸ 介護予防のためのフレ

イル健診等につい 

 

 

 

⑹ 効果的な保健事業を実

施するための行政組織

の編成について 

 

 

 

① 厚生労働省は、介護予防に繋げるため、来年度から７５歳以上の人を対象に「フ

レイル」の状態になっていないかをチエックする項目を後期高齢者健診等に追

加して、市町村が主体となって実施する方針を決めた。この決定を受けどのよ

うな体制で実施していくのか。市の方向性を伺う。 

 

① 瀬戸市国民健康保険データヘルス計画の中で、地域包括ケアにかかる取組み及

びその留意事項として、重症化予防・生活習慣病の発生予防・介護予防等をあ

げている。全国においては、特化した課を設け、その中で特定健診やがん検診

係等の体制を構築し、地域包括ケアにかかる取組みを実施する自治体もある。

本市においても業務の効率化や効果的な保健事業を実施するために、新たな行

政組織の編成等も必要と考えるがどうか。市の見解を伺う。 
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１５ 番     池田 信子 議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

⒉ ジブリパークとの連携と

戦略について 

 

 

 

 

【質問趣旨】 

 愛知万博の理念を次世代に

継承すべく、スタジオジブリ

作品の世界観を再現したテー

マパーク「ジブリパーク」を

愛知県が整備する構想を決定

した。２０２２年秋から２０

２３年にかけ、愛・地球博記

念公園に誕生する。そこで、

県との連携や戦略等につい

て、市の考え方を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ ジブリパーク決定を活

かした戦略について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① スタジオジブリ作品は、世界中から注目をされており、「ジブリパーク」が開園

すれば、たくさんの方が訪れる隣接市として、来場者の方々を取り入れる誘客

方策についてどのように考えているのか。 

 

 

② まるっとミュージアムとしての観光戦略や土産物等について、どう考えていく

のか。 

 

③ シティプロモーションを掲げている本市として、どのような戦略を検討してい

くのか。 

 

④ ネーミングライツ・パートナー制度を本市で採用することによって「愛・パー

ク（瀬戸万博記念公園）」を活かして、公共施設・歩道橋・道路等への導入の可

能性をどう考えるのか。 

 

⑤ ２０２２年の開園を前に、第６次総合計画にある将来像の実現を目指し、今か

ら戦略を考えていかなくては、間に合わない状況になると考える。そこで、愛・

地球博を開催した本市として、この絶好のチャンスをどのように捉え、愛知県

やスタジオジブリに働きかけをしていくのか。市の意気込みを伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 


